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こと ば じ だい
言葉は時代とともに

はやし ま り こ
林 真理子

じょうひん こと ば
上品な言葉というのは、いったいどういうものをい

うのであろうか。

せいかつ わたし
がさつな生活をしている私にとって、これはかなり

なんもん
の難問である。

なんねん まえ か ぞくしゅっしん じょりゅう か じん でん き か
何年か前、華族出身の女流歌人の伝記を書いたこと

さい とうきょうやま て そだ じ た みと
がある。その際、東京山の手育ちを自他ともに認める

がくしゃ
学者から

じょうりゅうしゃかい つか に ほん ご
「これは上流社会の使う日本語ではない」

し てき う じょうひん す
という指摘を受けた。あまりにも上品過ぎるというの

たし し りょう しら めい じ
である。確かにそのとうりで、資料を調べると明治の

こうごう たた
皇后は、キセルをぽんと叩きながら、

まえ
「お前さん、そうじゃないかえ」

こと ば つか
などと、かなりくだけた言葉を使っていたらしい。け

ぶんしょう なんにん どくしゃ しん
れどもこれを文章にしたら、いったい何人の読者が信

ま ちが
じてくれるであろうか。やはり間違っているとわかっ

ていても、

なになに
「何々じゃないかしら」

だ め
「そうおっしゃっては駄目よ」

こと ば づか
という言葉遣いにしなくてはならないのである。

せんじつ めい じ ぶんごう あつか
つい先日も、明治の文豪を扱ったノンフィクション

よ めい じ じ だい じょがくせい は や
を読んでいたら、明治の時代、女学生たちが流行らせ、

おと な まゆ こと ば で
大人たちの眉をひそめさせる言葉が出ていた。

なになに
「何々してよ」

なになに
「何々なんだわ」

いま わたし み すた じょうひん こと ば
今の私から見れば、もう廃れかかった上品な言葉に

おも さいしょ なになに めいれい こうてい
思える。最初の「何々してよ」は命令ではなく、肯定

い かた ご び あ
の言い方である。語尾をやわらかく上げるのであるが、

いま つか ひと ほとん ふる
今はもう使う人は殆どいないだろう。それほど古めか

ていねい こと ば づか とう じ ひと
しい丁寧な言葉使いであるが、当時の人にしてみれば

こと ば こと ば ひ
とんでもないギャル言葉だったらしい。言葉は日ごと

か いま
に変わっている。しかし今はひどい。

せん ご に ほん みんしゅしゅ ぎ くに
戦後の日本の民主主義というのは、いや、どこの国

おな だんじょどうけん つよ お すす
でも同じだろうが、男女同権を強く推し進めてきた。

くに おとここと ば おんなこと ば
この国には、男言葉、女言葉というものがあったので

ふる ふうちょう
あるが、それは古めかしいことだという風潮だ。

い ぜんしょうせつ なか おとこ おんな かい わ とき しゅ ご
以前小説の中で、男と女を会話させる時、主語はい

らなかった。

おも
「いや、そうは思わないよ」

ま ちが
「それはあなたが間違っているわ」

おとこ おんな いま わか
どちらが男か女かすぐにわかった。けれども今の若

ひと おな こと ば つか おんなとも よ
い人たちは、ほとんど同じ言葉を使う。女友だちに呼

とき むかし ふう
びかける時、昔は「マリちゃん」という風に“ちゃん”

あい いま おんな こ
という愛らしいオマケをつけた。けれども今は女の子

みょう じ よ すて おんな ひと じょう
でも「ハヤシ」と苗字を呼び捨てにする。女の人が上

ひん こと ば しゃべ しょうせつ か く なん とき
品な言葉を喋らなくなった。小説家にとって苦難の時

しょうせつ か
である。 （小説家）
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